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　はじめに

トカラ列島は屋久島と奄美大島の間に位置し，

7つの有人島（口之島，中之島，諏訪之瀬島，平島，

悪石島，小宝島，および宝島）と 5つの無人島（臥

蛇島，小臥蛇島，小島，上ノ根島，および横当島）

から構成され，トカラ列島が属する鹿児島郡十島

村の行政区域の長さは 162 kmにおよぶ（長嶋ほ

か，2009）．その中間に位置する平島（Fig. 1）は

面積 2.08 km2，周囲 4.5 km，最高高度 243 mの古

期火山列島のひとつであり，人口はおよそ 70人

である（長嶋ほか，2009；加藤，2013；鹿児島県，

2020）．本研究以前の平島における魚類の報告は

多くないものの，平島産の標本に基づきアオスミ

ヤ キ Epinnula pacifica Ho, Motomura, Hata and 

Jiang, 2017が新種記載され，2016年に鹿児島大

学総合研究博物館により行われた平島の魚類相調

査では日本初記録のハナサキタナバタメギス

Pseudoplesiops immaculatus Gill and Edwards, 2002

や世界 3個体目のヒゲモジャオコゼ Cocotropus 

possi Imamura and Shinohara, 2008が採集され報告

された（Ho et al., 2017；Koeda et al., 2017；小枝・

本村，2018；Motomura, 2020）．

第一著者は 2018年 5月から 2020年 3月にか

けて平島における魚類相調査を島民の方々のご協

力のもとで行った．本調査の過程で採集された魚

類の一部はすでに報告されており［ネコザメ

Heterodontus japonicus Miklouho-Maclay and Ma-

cleay, 1884：中村・本村，2019；カガミダイ

Zenopsis nebulosa (Temminck and Schlegel, 1845)：

伊藤・本村，2019；ヒゲニジギンポ Meiacanthus 

grammistes (Valenciennes, 1836)： 森 下・ 本 村，

2019］，ここでは本調査で得られた魚類のうち，

トカラ列島から初めて記録された 4種のハタ科魚

類を報告する．

　材料と方法

標本の作製，登録，撮影，および固定方法は

本村（2009）に準拠した．学名と帰族は Parenti 

and Randall (2020)にしたがい，標準体長は体長ま

たは SLと表記した．本報告に用いた標本（全て

鹿児島県鹿児島郡十島村平島近海産）と生鮮時の

写真は鹿児島大学総合研究博物館（KAUM）に

所蔵されており，詳細な採集データはリスト中の

「観察標本」の項目を参照．

　結果と考察

キハッソク族 Diploprionini

Aulacocephalus temminckii Bleeker, 1855

ルリハタ　（Fig. 2A）

観察標本　KAUM–I. 136748，体長 195.3 mm，

平島南之浜港沖（29°40′N，129°31′E），水深 180 m，

2019年 11月 1日，釣り，白坂健人．

同定の根拠　平島から得られた 1標本は，背

鰭鰭条数が IX, 12，臀鰭棘数が III，前鰓蓋骨後

縁が鋸歯状，涙骨の表面に迷路状骨質隆起が発達

する，たたんだ腹鰭後端が肛門に達しない，およ

平島における魚類相調査で確認された
トカラ列島記録のハタ科魚類 4 種

中村潤平 1・本村浩之 2
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2〒 890–0065　鹿児島市郡元 1–21–30　鹿児島大学総合研究博物館

　 　
Nakamura, J. and H. Motomura. 2020. First Tokara records of 

four species of the family Serranidae from the Taira-jima 
Island, Kagoshima, Japan. Nature of Kagoshima 46: 
503–507.

 HM: the Kagoshima University Museum, 1–21–30 Kori-
moto, Kagoshima 890–0065, Japan (e-mail: motomura@
kaum.kagoshima-u.ac.jp).

Published online: 3 April 2020
http://journal.kagoshima-nature.org/archives/NK_046/046-089.pdf



504

Nature of Kagoshima Vol. 46 RESEARCH ARTICLES

び体の背縁に沿って黄色帯があることなどの特徴

により Randall et al. (1971)や瀬能（2013）が示し

た Aulacocephalus temminckiiと一致したため本種

に同定された．

分布　ルリハタはインド・西太平洋とマーシャ

ル諸島に分布し，日本国内からは伊豆諸島，小笠

原諸島，相模湾から日向灘にかけての太平洋沿岸，

長崎県，瀬戸内海，口永良部島，および奄美大島

から記録されていたが（瀬能，2013；Iwatsuki et 

al., 2017；木村ほか，2017；Nakae et al., 2018），

本研究よって新たにトカラ列島平島おける生息が

確認された．

ハタ族 Epinephelini

Aethaloperca rogaa (Forsskål, 1775)

クロハタ　（Fig. 2B）

観察標本　KAUM–I. 117178，体長 363.0 mm，

平島沖，釣り，2018年 6月，日高良一．

同定の根拠　平島から得られた 1標本は，背

鰭鰭条数が IX, 17，体高が高く，強く側偏する，

胸鰭上方部の鰭条が最長，尾鰭が截形，体色が黒

色，および両顎周辺と背鰭・臀鰭の棘部が濃い橙

色を呈することなどの特徴により Randall and 

Heemstra (1991) や 瀬 能（2013） が 示 し た

Aethaloperca rogaaと一致したため本種に同定さ

れた．

分布　クロハタはインド・太平洋に広く分布

し，日本国内からは小笠原諸島，三重県，和歌山

県，高知県柏島，宇治群島，大隅諸島，奄美大島，

沖縄諸島，および八重山諸島から記録されていた

が（藤山，2004；瀬能，2013；Motomura et al., 

2016；鏑木，2016；Motomura and Harazaki, 2017；

木村ほか，2017；Nakae et al., 2018），本研究よっ

て新たにトカラ列島平島おける生息が確認され

た．

Epinephelus macrospilos (Bleeker, 1855)

キビレハタ　（Fig. 2C）

観察標本　3 個体（体長 168.7–305.8 mm）：

KAUM–I. 130498， 体 長 305.8 mm， 平 島 鵜 崎

（29°41′43″N，129°31′44″E）， 釣 り， 水 深 2 m，

2019年 6月 1日，中村潤平；KAUM–I. 130520，

体長 209.1 mm，平島西岸（29°41′00″N，129°31′ 

36″E），釣り，水深 1 m，2019年 5月 23日，森

下悟至；KAUM–I. 132812，体長 168.7 mm，平島

南 之 浜 港（29°40′42″N，129°31′50″E）， 釣 り，

2019年 8月 31日，谷川　遼．

同定の根拠　平島から得られた 3標本は，背

鰭鰭条数が XI, 16–17，尾鰭軟条数が 8，尾鰭が

円形，背側の頭部輪郭が凸状，頭部，体側，およ

び各鰭（胸鰭は基底部のみ）に褐色斑がある，体

背縁に大きな黒斑がない，および臀鰭外縁が黒く

ないことなどの特徴により Randall and Heemstra 

(1991)，瀬能（2013），および阪本ほか（2018）

が示した Epinephelus macrospilosと一致したため

本種に同定された．

分布　キビレハタはインド・太平洋に広く分

布し，日本国内からは，小笠原諸島，宮崎県日南

市，奄美群島，および沖縄諸島から記録されてい

Fig. 1. Location map and overall photograph of Taira-jima Island, 
Tokara Islands, Kagoshima, Japan.
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たが（瀬能，2013；桜井，2014，2018，2019；

Nakae et al., 2018； 阪 本 ほ か，2018；Motomura 

and Uehara, 2020），本研究よって新たにトカラ列

島平島おける生息が確認された．

Variola albimarginata Baissac, 1953

オジロバラハタ　（Fig. 2D）

観察標本　3 個体（体長 116.6–314.8 mm）：

KAUM–I. 129145， 体 長 116.6 mm， 平 島 沖

（29°41′N，129°32′E），釣り，水深 40 m，2019年

5月 25日，中村潤平；KAUM–I. 141412，体長

314.8 mm，KAUM–I. 141413，体長 310.8 mm，平

島沖西方（29°41′47″N，129°31′22″E），水深 40–

80 m，2020年 3月 12日，釣り，中村潤平．

同定の根拠　平島から得られた標本は，背鰭

棘数が 9，背鰭と臀鰭の軟条部後端が伸長する，

尾鰭が三日月形，および尾鰭後縁が白色ことなど

の特徴により Randall and Heemstra (1991)や瀬能

（2013）が示した Variola albimarginataと一致した

ため本種に同定された．

分布　オジロバラハタはインド・西太平洋と

マーシャル諸島・サモア諸島に分布し，日本国内

からは，小笠原諸島，和歌山県，愛媛県深浦，日

向灘，宇治群島，大隅諸島，奄美群島，および沖

縄諸島以南の琉球列島から記録されていたが

（Motomura et al., 2010, 2016；瀬能，2013；池田・

中 坊，2015；Koeda et al., 2016； 鏑 木，2016；

Motomura and Harazaki, 2017；Iwatsuki et al., 

2017；Nakae et al., 2018； 桜 井，2018，2019；

Motomura and Uehara, 2020），本研究よって新た

にトカラ列島平島おける生息が確認された．

平島から得られたハタ科魚類 4種（ルリハタ，

クロハタ，キビレハタ，およびオジロバラハタ）

のこれまでに知られていた分布記録は上述の各種

の「分布」の項の通りであり，4種はトカラ列島

の魚類相を報告した Kamohara (1954)，蒲原

（1955），中村（1970），四宮・島田（1980），坂井

ほか（2005，2009），および Motomura (2020)に

おいても記録されていないため，同列島からの初

めての記録となる．

なお，平島における魚類相調査では本報告の 4

種やこれまでの報告されていたネコザメ（中村・

本村，2019），カガミダイ（伊藤・本村，2019），

およびヒゲニジギンポ（森下・本村，2019）の他

にも多くの未記録種が得られているため，それら

は順次報告を行っていく予定である．

Fig. 2. Serranid fishes of the Taira-jima Island, newly recorded from the Tokara Islands, Kagoshima, Japan. A: Aulacocephalus temminckii, 
KAUM–I. 136748, 195.3 mm SL; B: Aethaloperca rogaa, KAUM–I. 117178, 363.0 mm SL; C: Epinephelus macrospilos, KAUM–I. 
130498, 305.8 mm SL; D: Variola albimarginata, KAUM–I. 141412, 314.8 mm SL.
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